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木 下 教 明

1.緒 論

吾々が臨床上経験するいわゆる腎結核は,

大部分は偏側性慢性結核であ り,病 因論的に

続発的(deuteropatisch)即 ち他臓器の結核

巣から二次的 に血行性,リ ンパ性,或 は直

接的に伝播したものである事には異論がない

ようである.今,尿 性器相互間の伝播経路を

考えて見ると次の様になる.

1)腎 に原発し尿管,膀 胱,前 立腺,精 管

をへて睾丸に到るもの,

2)睾 丸に原発し,精 管,前 立腺,膀 胱,

尿管,腎 へ伝播するもの,

3)精 嚢腺,前 立腺に原発し,睾 丸或は腎

に伝播するもの,

4)之 等の折衷説

要するた尿性器結核は腎,前 立腺,精 嚢腺及

び睾上体め何れかに原発し,上行性に,或は下

行悔に蔓延 するものであるが,Sawamura,

Kramer,潔 瀬氏等は臨床的及 び 実験的に,

睾上体結核の際には精系脈管束が早期に侵さ

れると述べ,Weinerは 膀胱,尿 管 の 結核

は,結 核菌が尿管内腔を逆行して腎孟に達す

ることなく,リ ンパ管によつて腎皮質に到達

するものであると述べている、

私も結発性二次性腎臓結核の発生には リン

パ管による伝播も重大な意義を有するのでは

ないかとの見解の下に実験的研究を行つたの

でその成績を報告する.

2.t験 方 法

実験動物としては2kg内 外の健康白色家兎を選

び'結 核菌 は 「岡一片倉」培地の1ケ 月培養(本 学

細菌学教室所蔵)の 牛型結核菌(1mg/cc・10mg/cc

の菌食塩水浮游液)を 用いた・

感作にはBC.G菌10mgを 家兎の皮下に接種

し・接種終了後2・3週 間で 「ツ」反応が陽性 である

ことを確めた後・上記浮游液 を耳静脈内・精管内・睾

丸内に各々接腫 し麗死したもの・又は一定時 日の後に

屠殺 した動物に就 て検査を行つた・

組織 標本は10%Formalin液 で 固定し・型の如

くパラフィン包埋切片を作 り,ヘ マ トキシリン・エオ

ジン重染色,必 要 に 応じては,Zieh1-Neelsen結 核

菌染色を行つた・

3.實 験 成 績

成績は簡略にするため表示するに止める・

A)耳 蘭脹内接種

無感作家兎及び感作家兎の耳静脈内に2rng,5mg・

10mgの 菌浮游液 を注入 した ものの剖検所見 は 図示

すると明かであるが・感作を行わない家兎には変化 を

認めず,感 作 した家兎では5mg・10mg注 入 した家

兎の皮質 に多数の大 きな結核結節を認めた・鏡検所見

によれば・感作の有無に拘 らず・全ての家兎に結核病

巣が見られ・大結節を形成し,類 上皮細胞を内側に・

小円形細胞浸潤 を結節の周辺部に認め・中心部は乾酪

性壊死に陥つている・髄質にも軽度 であるが同様の変

化 を認め得たが,乳 頭部には殆んど見 ることが出来な

かつた.

以上の実験により耳静脈内 に 多量 の 牛型結核菌を

注入すると・諸家の述べる如 く・糸球体 を中心とし,

皮質内に粟粒結核が発生し・その病変の程度は感作家

兎が非感作家兎に比し高度である事を知つた・

B)精 管内接種

無感作家兎,感 作家兎の左側の精管 を露出し・精管

の精嚢側1/3の 部位及 び睾丸側1/3の 部位に夫々

2mgの 菌浮游液 を接種した・驚死後或は一定期間後に
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屠殺 した・剖検所見は接 種した精管の局所に多数の結

節を認めたほか・図ITに 示す如 く1左精管精襲側 董/3

位に接種 した場合は57日 間生存した感作家兎(No4)

の両側腎皮質に高度の結核結節 を認 めた他 は肉眼的

には異常所見が見 られなかつた・

.これに反 し左睾丸側1 ./3位 に接種 したNo7(無

感作家兎),No42(感 作家兎)は 接種側腎に,No5(感

作家兎)は 両側に比較的高度の結核結節を認 めた.

これを鏡極しす る と精嚢側1/3位 に接種 した家兎

では,感 作家兎No4の 両腎に皮髄質境界部 を中心と

する高康の結結性変化を認めた又睾丸側1/3位 に接

種 した家兎は・無感作・感作家兎共 に 両側腎 に 同様

の皮髄質境界部を中心 とする・高度 の 結核結節があ

り,鏡検上,皮 髄質境界部の組織間隙 を主 として類上

皮細胞・小円形細胞が漫潤 し・中心部は乾酪化 し,又

血管周囲に小円形細胞を主 とする浸潤が見 られた.

此の時精管に隣接する臓器(睾上体,前立腺・精嚢腺)

を見ると・精嚢側1/3位 に接種 した場合 は接種側睾

上体,前 立腺,精 嚢腺に同程度の高度の結核性変化を
り

認め・睾上体側1/3位 に接種 した例 に於ては・接種

側睾上体・睾丸に高度に,前 立腺,精 嚢腺に軽度の結

核性変化があつた.

以上の実験に より牛型結核菌 を精管 内 に接種する

と,腎 の皮髄質境界部に結核性変化を惹起するが・睾

丸側1/3位 に接種 した場合は,精 嚢側'1/3位 に接

種 した時に比べて・部位は等 しいが高度且多発の傾向

があり・感作家兎は無感作家兎より程度は強い ことを

知 り得た.

C)畢 丸内接種

1)無 処置の場合:

無感作家兎及び感作家兎の睾丸内に・夫々lmgの 結

核菌浮游液を接種 し・驚死後又は一定 日数 を へ て 屠

殺 し,検 査した・睾丸,前立腺,精嚢腺の所見は省略す

る・腎臓は別表IIIに 示 す 如 く・無感作家兎・感作

家兎共に肉眼所見は陰性であるが,鏡 検所見では無感

作家兎が陽性で・感作家兎は陰性である・即 ち無感作

家兎No3は 皮髄質境界部 を中心と した 結核結節 を

形成し・類上皮細胞,小 円形細胞浸潤を認め中心部は

殆 ど乾酪化しその病変は殆 ど皮質全般に及び,正 常の

構造を残存 しない状態である・

2)同 側精索 リンパ管結紮の場合

精索 リンパ管結紮法は 内藤氏の行 つ た方法に準じ

た・即ち・正常家兎・感作家兎の1側 の外 ソケイ部

に皮切 を加へ,爽 膜腔を開 き・睾丸.を引出し,睾上体頭

上端から少 し上方に於 て精系を一纒めに軽 い仮結紮

を行つた後,墨 汁の生理的食塩水溶液を注射すると・

巫
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表1実 験 成 積
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墨汁は爽膜下 リンパ管網に拡が り・さらに精系に移行

し遂に79条 の太い リンパ管が現われ る.之 等のリ

ンパ管は仮結紮より以下の方 に 於 て は注入が進むに

従ひ,怒 張 してリンパ管固有の膨大と狭容 とが益々明

かになる・この時,こ れ等 リンパ幹管を精系仮結紮部

の下方に於て個 々にすべて結紮 し・最初の精系仮結紮

を解放する・もし結紮せ られず残つた リンパ管がある

と,墨汁はその中を上昇するか ら・再びその残存 リン

パ管を結紮すると睾丸か ら出る リン パ管幹は完全に

結紮 される・此の様にして前実験同様睾丸内に菌浮游

液 を接種 して・艶死後又は一定期間の後屠殺 して検査

を行つた・

腎の肉眼所見並に鏡検所見は全て陰性であつた,

即ち睾丸内に結核菌を接種 す る と無感作家兎では

腎に高度の結核性変化 を惹起するが・感作家兎では認

められない・又一方睾丸・睾上体 より出る精索 リンパ

管を結紮 し睾丸内接種を行つた場合 ・無感作家兎,感

作家兎共に腎に結核性変化 を認めない ことを知つた,

之等の成績で睾丸 睾上体結核から腎への伝播には

リンパ性のそれが相当重視 され ね ばな らない と思わ

れる

4.穂 括 及 び考 察

尿性器結核の発生が血行性感染による薯は

衆知の事実であ り各臓器間 の伝播に・1)隣

接臓器より直接的に,2)血 行性に・3)リ ン

パ性に伝播することが考えられる・然 し私達

が臨床的に経験するいわゆる腎臓結核は主と

して病変は乳頭に初発す るを通例之し,結 核 一

菌の血行性感染に因 ると説明される・即ち血

行性感染に関 しては 現在迄無数 の研究があ

り,窪 田,弓 削氏等は弱毒性の結核菌少量を

家兎の静脈内に,或 は腎臓結核患老の尿中よ

り分離培養 した結核菌を家兎の血流内に注入

し,井 上,岡 本氏等は尿管を結紮 して実験的

に慢性腎臓結核を発生させて,腎 に到達する

結核菌が大量か,或 は菌塊を形成 して居る時

は髄質に結核 を起し得ると述ぺている.即 ち

実験動物に於ては一般に皮質の急性粟粒結核

が多 く起 り,菌 種の選択,接 種方法によって

は慢性乳頭結核も起し得る様である.従 つて

私は今回比較的多量の牛型結核菌を家兎の耳

静脈内に注入して生ずる腎の変化無感作家兎

と感作家兎に於ける相違,腎 臓結核のアレル

ギー反応による影響を探求する目的で,正 常'

家兎2匹,感 作家兎4匹 に牛型結核菌を接

種し,接 種後15日 一58日 の腎臓 を肉眼的

に及び組識学的に検査 した.

接種した結核菌は大部分肺臓内,及 が肝臓

脾臓等に抑留されるが,尚 腎臓にも糸毬体を一

中心 とする高度の皮質粟粒結核を起し,之 等

の所見は何れも諸家の報告に一致 し,多 量の

結核菌が血行性に腎臓に接種 された場合は,

糸毬体を中心 とす・る皮質粟粒結核が発生し,

感作家兎は無感作家兎に比し腎臓結核の程度

が高度であることを確認した.

精管内に結核性病変が存在する場合,結 核

菌は精嚢腺,前 立腺,或 は睾上体に至 り,精嚢

腺,前 立腺に達した結核菌はさらに膀胱を侵

し,更 に腎臓に結核性病変を惹起するであろ

うし,他 方睾上体 に 到達 した 結核菌は,蓮

見,松 沢氏等の述べる如 く睾丸,睾 上体 と腎
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の間を直結す るリンパ管によつて直接腎に結 性変化を惹起しなかつた.す でに蓮見氏は腎

核性病変を起すこともあろ うと考えられ る・ と睾上体及び睾丸 との間に リンパ管による直

そこで私ぽほたして精管内に接種された結核 接連結を認め,此 め直接経路によつて腎結核

菌は如何なる方向に伝播するかを決定する目 の睾上体に伝播す るのではないかと推察して

的で精管精嚢側1/3位 ・睾 丸 側1/3位 に お り松沢氏も結核菌を動物の腎及び睾上体に

接種を試みた・精管精嚢側1/3位 に結核菌 接種して蓮見氏の説を肯定して両老間をつな

を接種すると・97日生存した感作家兎の一羽 ぐリンパ管が蔓延機転にとつて占める意義が

にのみ腎臓結核の発生を認め・その他の例に 比較的大ぎいと述ぺていることと一致するわ

於ては感作・無感作家兎共に失敗であ?た ・ けである,

これに反して精管睾丸側1/3位 に接種し 私の実験に於ては組織学的にリンパ性に腎

た家兎では短期間の生存にも拘 らず,無 感作 臓に睾上体結核が伝播したとは断定し兼ねる

家兎も感作家兎共に腎臓に結核性変化を惹起 が,精 索 リンパ管を結紮す ることによつて腎

した・此の場合隣接臓器の結核性変化を見る 臓結核を起し得なかつた事実等から,性 器結

と・・糟嚢側1/3位 に接種 した場合には,接 核殊に睾丸,睾 上体の結核がリンパ性に腎臓

種側睾丸は軽度に,睾 上体は中等度に,前 立 に伝播するであろ う事は無視出来 ぬ と考え

腺,精 嚢腺は高度に侵されるが,他 方睾丸側 る.

1/3位 に接種した場合は,無 感作家兎に於て

は睾丸,睾 上体は高度に,前 立腺は中等度,5.結 論

精嚢腺は軽度に侵され・感作家兎では睾丸・1)家 兎の耳静脈内,精 管内,睾 丸内に牛

睾上体に高度の変化を認めたのみで・精管内 型結核菌浮游液を接種す ると,腎 臓に糸毬体
に接種 された結核菌は主 として睾上体・睾丸 及び皮髄質境界部を中心 とした皮質内粟粒結

を侵 し・前立腺・嚢精腺を侵す ものは比較的 核を発生ずる.
少い様に思われた・2)精 管睾丸側1/3位 に結核菌 を接種 し

之等の点から・精嚢側1/3位 に結核菌を た家兎は精嚢側1/3位 に接種 したものに比

接種 した場念 前立鴫 精嚢腺・膀胱を経 し謎 且離 の腎雛 核総 起する,
て・尿管を通過し腎臓に伝播するには比較的3)睾 上体,睾 丸より出る精索 リンパ管を
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